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『生産管理』の研修 
～ 製品実現・変化適応 ・・・ 生産活動の最適化 ～ 

 

■生産活動の困り事  (生産は順調ですか？)  
生産活動で、遅れ、間違い、不良発生、非効率･･･などが続いていませんか？ 

不良対策、効率改善など個々の問題を一つずつ改善していくことは大切な事です。 

しかし、管理･･･生産管理が出来ていなければ、そもそも良い生産活動は出来ず、またどんな改善をして

も定着せず、再発したり他の問題が発生したりし続けるだろうと思われます。  

多くの会社で生産管理の不備により様々な不適合が発生しても、管理の問題は見過ごされがちです。 
 

不良、非効率、遅れ、間違い･･･続いている･･･ 

原因は、「管理」 「変化適応」 の問題では？ 
 

■生産管理の考え方 
生産管理は QCD 向上による売上・利益確保を目的とし、 

【製品実現】と【変化適応】の側面があります。 

より多くの売上・利益確保するには、Best Performance を目指して生産管理活動を行うことが望まれす。 
 

●製品実現 ： 生産しＱＣＤを確保する為の生産管理・改善  

受注した製品を実現するには、生産を実

行する仕組と不良などの問題に対処する

仕組が必要です。  
 

①製品を造るための仕組と資源の準備  

生産計画・指示・実行・報告等の「製品

を実現する仕組の構築・運用」 組織

管理に基づく指示・実行の仕組  
 

②問題を見つけて対処する仕組  

QCD を確保する為の「効率・出来栄え

等を管理する仕組の構築・運用」 作

業管理や品質管理等  

生産体制見直し ･･･ 日々「製品実現」の完成度は落ちる 
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[生産管理の基礎]・・・「図-生産管理の基礎(16-9)」

【生産管理】：受注に対するQCD確保→製品実現＋変化適応

社会・製品の変化 → 変化適応 (適切性)

製
品
実
現

(

完
成
度)

過去
現在

将来

その時期の
理想レベル

完成度不足

変化適応
不足

 
 

「製品実現」の 管理・改善活動が 充分でない会社が 多い 

 

●変化適応 ： 経営環境の変化適応の為の生産管理・改善 
社会や受注、社内状況等は日々変化しており、適応する為に生産形態も変化させる必要があります。  

変化は、外部環境と自社の内部環境の変化があり、人・設備・材料・方法・手段等の対応が必要です。  
 

③外部環境の変化への適応  (経営環境管理で変化をとらえ、必要に応じ改善:革新する) 

社会ニーズや法令、顧客などの自社のコントロール外の外部環境の変化 (受注変化、法令対応等)  
 

④内部環境の変化への対応  (内部管理で変化をとらえて必要に応じ改善:革新する) 

受注と生産形態の不一致、生産環境・人・設備などの変化 (機械化・自動化、人手不足対応など)   
 

「変化適応」・・・賢い者、強い者ではなく、適応した者が生き残る！！ 
チャールズ・ダーウィン 

 

生産は順調ですか、不良発生、非効率、遅れ、間違い･･･等でお困りでしたら 

生産管理 (製品実現・変化適応)が 出来ているかどうか、見直してみてください   

 

機能
[Function]

品質・コスト・納期の関係
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品質
[Quality]

納期
[Delivery]

コスト
[Cost]

価値
[Value]

＝

●

●

生産管理(製品実現、変化適応)によるＱＣＤ確保
→ 価値向上 (企業価値、製品価値)

 

http://www.ime-net.com/


2026 年-研修のご案内   
 

 

 

http://www.ime-net.com/ 1 © Seiji Tateiba 2025 Tokyo jp． 
 

■研修のご案内 
生産管理系統の研修は、公開研修と社内研修のいずれも対応できます。   

公開研修は、対象企業のニーズ、特徴等を考慮して研修をご選択ください。  

社内研修は、自社の弱点等を考え、適切な研修を選択してください。  
 

■研修のねらい 
適切な生産活動を行うにあたり、製品実現と変化適応の生産管理が必要です。 

本研修体系は、製品実現・変化適応の生産管理の問題について学習できるように構成しましたので、 

お会社で不良発生、非効率、遅れ、間違い･･･などの問題でお困りでしたら 

お困りの事項に合うテーマの研修受講で生産管理の問題を解消していただくことを狙いとしております。 
 

■生産管理系統の研修名と内容 
お会社の製品実現・変化適応等の状況に対する対応を考えられるように研修をご用意しました。  

 

種別 研修名 概要 (研修項目) 主対象 基準日数 

管理活動 

 

生産管理の考え方 

(研修パンフレット) 

QCD 確保の為に作業の効率化、ロ

ス・無駄排除、モノの扱い方などに

ついて管理・改善する方法  

(多くの会社で管理ができていない) 

工場長、生産管理 

管理者、生産技術 

2 日 
(実践版 3 日) 

(製品実現) 

 

 

５Ｓと実務の問題発見・

対策の体制づくり 

可視化・見える化・目で見る管理等、 

生産管理活動の体制づくり 

管理者、生産管理 

リーダー 

2 日 

(実践版 3 日) 

改善活動 

ＩＥ現場改善 

技法の理解 

実務改善と作業効率管理 

５Ｓ改善の基本的考え方 

管理者、生産管理 

リーダー 
2 日 

(製品実現) 

 

 

 

ＱＣ品質管理 

顧客満足の考え方の理解 

問題発見の QC7 つ道具の使い方、 

対策の考え方 

管理者、生産管理 

リーダー 
1 日 

生産人材 

育成 

管理者研修  

～管理のレベルアップ～ 

管理とは、なにをすること？  

生産系管理職の責任・権限  

QCD 生産性管理 やるべき事  

業務指示実行の条件整備  

管理者 

管理者候補 
2 日 

(製品実現) 

リーダー研修 
～実務者の指導監督～ 

組織の仕組、ワンマンワンボス  

リーダーの役割 

実務者の三大義務、ルール遵守  

ノウハウの管理と OJT・・・  

リーダー 

リーダー候補 

1 日 
(短縮 0.5 日) 

 

(変化適応) 

 

これからの 

生産人材育成 

技術技能伝承、多能工育成 

ナレッジマネジメントと OJT システム 

これからの管理職と実行・管理体制 

人材処遇の例 

経営層、工場長 

管理者 

1 日 

(短縮 0.5 日) 

新生産形態 
(変化適応) 

最適生産方法の 

考え方 

変化適応の為の生産システム構築 

コンカレント＆フレキシブル生産 

機械化・自動化・スマート化 

経営層、工場長 

管理者、生産技術 

1 日 
(短縮 0.5 日) 

 

※ 公開研修の場合は、自社診断演習を付加する事も可能です。 その際、日数(時間)は長くなります。 

※ 社内研修の場合は、各研修の内容・カリキュラム、日数(時間)は、ご相談により設定できます。 

※ 上表、概要(研修項目)欄の項目を集めて、新構成の研修を構成する事も可能です。 
 

 
 

東京都大田区蒲田               

HP  : http://www.ime-net.com 

活動情報 : 「Facebook」 : 「 X 」  
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